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豊

作

を

繝

い

町
ぐ
る
み
の
ス
ポ
ー
ツ

第７回町民体育大会
１０月９日……県北中 で

町民のみんなが参加しましよう

町
村
合
併
と
共

に
発
足
し
た
わ

が
町
民
体
育
大
会
も
こ
こ
に
七
回

を
か
ぞ
え
、
名
実
共
に
あ
れ
ら

の

ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
Ｉ
Ｉ
シ
ョ

ソ

の
祭
典
と
し
て
町
民
に
し
た
し
ま

れ
、
年
ご
と
に
そ
の
参
加
者
を
増

し
、
他
町
村

か
ら
も
注

目
さ
れ
て

い
る
。

こ
と
し
は
更
に
そ
の
趣
旨
を
徹

底
し
、
各
種
団
体
や
各

地
区
の
創

意
工
夫

と
積
極
的
参
加
を
い
た
だ

い
て
、
有
史
以
来
の
豊
作
の
年
に

ふ
さ
わ
し
い
大
会
に
す

る
よ
う
、

関
係
者

は
目
下
準
傀
中
で
あ
る
。

◇
会
場
…
県
北
中
運
動
場

◇
期
日
・：
十
月
九
日
（
日
）

◇
採
点
・：
し
な
い

◇
賞
…
…
殊
勲
賞
、
敢
斗

賞
、
技

能
賞
、
参
加
賞
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り

◇
種
目
…
体
育
大
会
と
い
う
と
、

と
か
く
選
手
競
争
か
、
一
部

少
数
の
体
育
愛
好
者
だ
け
の

も
の
に
な
り
や
す
い
が
、
わ

が
町
の
大
会

は
そ
の
名

の
示

す
通
り
、
町
民
み
ん
な
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会
で

あ

る
。
誰
が
見
て
も
お
も
し
ろ

く
、
や
れ
ば
な
お
お
も
し
ろ

い
。
そ
し
て
町
民
で
あ
る
か

ぎ
り
誰
で
も
参
加
で
き

る
、

ほ
ん
と
う
に
わ
れ
わ
れ
の
大

会
に
し
た
い
。

＠

み
ん
な
が

ま
ざ
る
一
般
競
技

○
五
十
び
走

男
四
十
以

上
女
三
十
以
上
の
人

○
百
び
走

右
以
下
の
人

○

フ
フ
ソ
ソ

○
輪
廻
し
（
男
）

○
両
手
ス
プ
ー
ン
（
女
）

○
お
し
ど
り
競
争

（
扎
合
せ
二
人
三
脚
）
男
女

○
職

塲
対
抗
四
百
び
リ
レ
ー

同
じ
職
場
の
人
四
人
で

Ｉ
チ
ー

ム
と
す
る

○
部
落
対
抗
五
百
Ｍ

メ
ド
レ
ー
リ

同
じ
部
落
の
人
四
人
で

Ｉ
チ
ー

ム
と
す
る
、
五
十
、
百
、
百
五

十
、
二
百

を
走
る

○

青
年

団
（
青
年
学
級
含
む
）

○
千
五
百
び
走
（
男

）

○
借
物
競
争
（
女
）

○
方
部
対
抗

ボ
ー
ル
運
び
（
女

）

○
紅
白
対
抗
五
人
二
脚
（
男
女
）

○
ダ
ン
ス
（
男
女
）

○
各
部
対
抗
リ
レ
ー

○

婦
人

会
（
婦
人
学
級
含
む
）

○
借
物
競
争

○
夢

○
方
部
対
抗
玉
入
れ

方
部
四
〇
人
出
場

○
紅
白
対
抗
球
こ
ろ
が
し

希
望
者
参
加

○
踊
り
　

九
十
九
里
浜
哄

日
本

よ
い
と
こ

も
し
も（
婦
人
会
の
歌
）

○

消
防

団

○
出
動
競
争

○
火
災
原
因
調
査

○
分
団
対
抗
千
六
百
μ

リ
レ
ー

方
部
八
人

○
ポ
ン
プ
操
法
実
演

回
剣
友
会
・
郷
友
会

○
剣
道

○
銃

剣
道

○

来

賓
そ

の
他

○
来
賓

の
輪
廻
し

○
議
会
リ
レ
ー

○
部
落
長
会
の
ビ
ソ
つ
り

○
総
合
綱
引

Ｏ

特
別
出
演
と
し
て
各
方

部
の
だ
し
も
の
あ
り

◇
参
加
申
込
・：
団

体
関
係
の
も
の

は
す
べ
て
団
体
長
か
ら
連
合

団
体
長
に
ま
と
め
る

一
般
競
授
は
当
日
会
場
で
受

付
け
る

。
但
し
職
場
対
抗
リ

レ
ー
は
職
場

長
よ
り
、
部
落

対
抗
リ
レ
ー
は
部
落
長
よ
り

前
も
っ
て
申
込
む

( 第 ９ 回ﾐ

「
こ

の

調

査
、

明
る
い
日
本
を
生
か
力
」

…
…
国
勁
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ
…
…

総
理
府
統
計
局
で
は
、
来
る
十

月
一
日
を
期
し
て
、
全
国
一
斉
に

国
勢
調
査
を
実
施
致
し
ま
す
。

申
す

ま
で
も
な
く
、
こ
の
調
査

は
、
国
内
の
人
口
を
正
し
く
は
か

く
し
、
も
っ
て
あ
ら
ゆ
を
行
政
施

策
そ

の
他
の
基
礎
資
料
と
す

る
目

的
の
も
と
に
実
施
し
て
お
り
、
大

正
九
年
の
第
一
回
調
査
以
来
五
年

毎
に
過
去
八
回
行
わ
れ
、
今
回
は

九
回
目
で
、
特
に
今
回
の
調
査
は

十
年
毎
に
行
わ
れ
る
大
規
模
調
査

に
当
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ｍ

際
連
合
で

は
、
各
国

の
調
査
の
結
果
が
お
互
に
比
較
で

き
る
よ
う
に
調

査

の
基

準

を
定

め
、
今
年
を
中
心
に
各
国

が
国
勢

調
査
を
実
施
す
る
よ
う
勧
告
し
て

お
り
、ヽ
こ
れ
を
世
界
人
ロ
セ
ン
サ

ス
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
今
回
の

調
査
も
こ
の
勧
告
を
尊
重
し
て
計

画
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
国

際
的
に

も
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
準
備
調
査
の
た
め
、
九
月

二
十
四
日
よ
り
担
当
凋
査
員
が
、

各
家
庭
に
参
上
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
・
い
た
し
ま
す
。

跼
査
員
氏
名
は
次
の
通
り
で
す
。

○
藤
田
地
区
（
二
〇
名
）

谷
鞏
　

藤
治
　
　

匳

口
金
三
郎

武
田
庄
太
郎
　
　

岩
城
　

重
夫

三
浦
　

友
造
　
　

秦
　
　

精
三

宮
内
　

ミ
Ｉ
　
　

渡
辺
　

孝
一

阿
部
　

電
男
　
　

奥
山
　

邦
夫

高
橋
　

幸
雄
　
　

佐
久
間
英
明

阿
部
　

電
一
　
　

佐
々
木
義
蔵

菊
地
　

利
雄
　
　

菊
地
　

昭
平

菅
野
　

一
英
　
　

吉
田
　

幸
平

古
田
　

栄
作
　
　

吉
田
　
　

栗

○
小
坂
地
区
（
一
〇
名
）

斎
藤
　
　

実
　
　

斎
藤
　

正
美

佐
藤
　

俊
雄
　
　

仲
野
周
一
部

阿
部
　

三
義
　
　

安
藤
　

良
一

菅
野
　

正

也
　
　

菅
野
　

春
三

鴨
田
　

清
作
　
　

遠
藤
　

正
一

〇
森
江
野
地
区
（
一
〇

名
）

宍
戸
　

吉
三
　
　

佐
藤
　

彦
一

吉
田
　

正
雄
　
　

佐
藤
　

升
巳

佐
藤
　

充
作
　
　

八
巻
　

正
雄

佐

久
間
成
美
　
　

蓬
田
　

正
敏

菊
地
　

憲
七
　
　

高
梨
　

正
広

○
大
木
戸
地
に
（
九
名

）

斎
藤
　

太
郎
　
　

高
橋
　

成
夫

星
野
　
　

一
　
　

渋
谷

主
一
部

佐
藤
　

幸
作
　
　

八
島
　

栄
一

松
浦
喜
一

郎
　
　

阿
部
　
　

長

菊
地
　

正
次

○
大
枝
地
区
（
五
名
）

小
林
　

福
治
　
　

佐
藤
　

長
寿

瀬
戸
　

瑞
夫
　
　

後

藤
　
昌
伸

鈴
木
重
太
郎

正
　
誤

木
紙
八
月
十
五
日
付
第
。二
五
号

記
事
中
左
記
の
脱
落
が
あ
り
ま

し
た
の
で
謹
ん
で
訂
正
い
た
し

ま
す
。
「
七
夕
ま
つ
り
」
の
入

賞
者
氏
名
に
○
町
長
賞
菅
野
亢

六
商
店
、
新
農
業
委
員
に
鈴
木

貞
助（
小
坂
）氏
を
そ
れ
ぞ
れ
追

加
し
ま
す
。

が
つ
し
り
手
を
く
ん
で

青
少
年
の
補
導
を
／・

昨
年
各
部
落
に
設
け
ら
れ
た
杳

少
年
指
導
員
吐
、
そ
れ
ぞ
れ
会
莓

を
中
心
に
。
地
域
の
実
臂

に
即
し

た
活
動
を
し
て
、
相
当
の
効
果
を

あ
げ
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
の
組

織
が
部
落

毎
に
孤
立
し
て
い
る
た

め
、
相
互
の
連
絡
提
携
が
で
き
す

と
か
く
効
果
が
散
発
的
に
な
り
や

す
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
ん
ど
、
補

導
員
会
の
代
表
者

と
民
生（

児
童

）

委
員
と
の
合
同
協
議
会
を
開
き
、

全
町
一
体

と
し
て
の
連
絡
協
議
会

を
組
織
し
た
。
こ
れ
で
相
互
の
連

絡
協
議
も
う
ま
く
ゆ
き
、
或

は
協

力
し
て
補
導

員
の
研
究
会

の
よ
う

な
事
業
を
す
る
こ
と
も
便
利

に
な

っ
た
。
た
だ
こ
う
し
た
組
織
の
統

合
に
あ
り
か
ち
な
通
弊
と
し
て
心

配

さ
れ
る
こ
と
は
、
と
か
く
中
央

集
権
的
に
な
っ
た
り
、
中
央
依
霖

主
義
に
な
っ
て
、
せ
っ
か
く
育
ち

か
け
た
地
域
の
自
主
性
を
阻
害
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い

て
あ
る
会
員

は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

コ
兀
来
、
わ
れ
ら
の
青
少
年
は
わ

れ
ら
の
手

で
護
ろ
う

と
い
う
家
庭

的
な
考
え

か
ら
発
足
し
た
補
導
員

会
は
、
あ
く
ま
で
も
部
落
民
の
自

主
的
活
動
を
主
柱
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
大
き
な
組
織
に
あ
り

か
ち
な
中
央
依
存
に
な
っ
て
、
上

か
ら
の
指
示
が
な
け
れ
ば
動
か
な

い
と
か
、
上

か
ら
の
指
令
通
り
に

勣
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
よ

冫
な
こ
と
に
な
っ
七

は
困
る
。
」

渮
役
員

は
次
の
通
り
。

会
長
　
　
　
　

八
島
福
太
郡

副
会
長
　
　
　

谷
津
　

藤
治

書
記
　
　
　
　

朝
内
　

宗
光

会
計
　
　
　
　

五
十
嵐
　

衛

理
事
　

小
坂
　

佐
藤
　

豊
吉

り
　
　

佐
藤
　

元
一

藤
田
　

奥
山

福
太
郎

稲
村
彦
三
郎

阿
部
　

重
一

吉
田
　

五
郎

森
江
野
徳
江
　

喜
一

ぴ
　
　

宍
戸
　

吉
三

大
木
戸
鈴
木

誠
之
助

ぴ
　
　

大
沼
　

春
代

大
枝
　

大
浪
　

政
吉

ぴ
　
　

松
浦
　

義
男

会
員
名
洫
の
通
り

瀑
田
地
区
（
十
六
名

）

鈴
木
美
一
　（
大
町
南
）
稲
村

彦

三
郎
（
大
町
北
）
日
塔
洪
然
（

木
町
）
谷
津
藤
治
（
駅
前
）
秦

作
蔵
（
錦
町
）
奥
山
勝
太
郎
（

宮
町
南
）
奥
山

福
太
郎
（
宮
町

北

）
内
村
忠
右

工
門
（
町
東
）

中
野
助
太
郎
（
鶉
町
）
佐
藤
久

蔵
（
石
母
田
表
）
阿
部
重
一
（

石
母
田
東
）
斎
藤
邦
重
郎
（

石

母
田
西

）
宍
戸
已
吉
（
石
母

田

北
）
菊

地
正
男
（
石
母
田
原

）

吉
田
五
郎
（

山
崎
北
）
吉
田

幸

平
（
山
崎
南
）

小
坂
地
区
（
十
名
）

山
田
末
蔵
（
板
橋
）
安
藤
仙
助

（
前
田
）
高
橋
友
義
（
小
坂
）

佐
藤
忠
雄
（
太
田
川

）
林
元

治

（
鳥
取
）
菅
野
富
蔵
（
内
谷
西
）

菅
野
餮
郎
（
内
谷
東
）
佐
藤
栄

（
泉
田

上
）
佐
藤
豊
吉
（

泉
田

中
）
紺
野
忠
蔵
（
泉
田
下
）

森

江

蜀

地

区

（

十

こ

名

じ

宍
戸
吉
三
（
第
一
）
佐
藤
一
江

（
第
二
）
武
田
新
右

工
門
（
第

三
）
吉
田
嘉
蔵
（

第
四
）
斎
藤

勘
吉
（
第
五
）
阿
部
附
信
（
餡

六
）
佐
野
甚
兵
エ
（
第
七
）
佐

野
謙
（

第
八
）
村
上
豊
一
（
第

九
）
菊
地
唯
七
（
第
十
）
高
橋

勇
記
（
第
十
一
）
佐
藤
倉
治
（

第
十
二
）

大
木
戸
地
区
（
五
名
）

斎
藤
与
市
（
貝
田
）
加
藤
万
拙

（
光
明
寺
）
八
島

福
太
郎
（
高

城
）
武
田
三
郎
（
山
根
）
鈴
木

誠
之
助
（
大
木
戸
）

大
枝
地
区
（
六
名

）

小

林

伊

惣

次

（

原

町

）

松

浦

義

男
（

築

館

．）

新

井

玄

竜
（

並

柳

）

瀬

戸

伝

洽

（

中

部

）

佐

藤

重

吉

（
北
部
）
大
浪
政
吉
（
川
内
）

ト
ラ

ク
タ
ー

の`
願
い

わ
た
し
は
「
農
耕
作
業
用
軽

自
動
車
」
で
す
。
一
般
に
は
「
ト

ラ
ク
タ
ー
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま

す
。
田
を
耕
や
す

に
も
、
農
作

物
を
運
搬
す
る
に
も
無
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
重
宝
が

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
わ
た
し

ど
も
は
鼻
高
高
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
ぜ
ひ
お
願
い
し

た
い
の
は
「
自
動
車
損
害
賠
償

責
任

保
険
」
の
こ
と
で
す
。
自

動
車
が
道
路
を
走
る
に
は
、
こ

の
保
険
に
入
り
、
そ
し
て
こ
の

「
保
険
証
明
書
」
を
備
え
っ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
ど
も
は

ぜ
ひ
こ
の
保
険
に
加
入
し
て
い

た
だ
い
て
、
大
い
ば
り
で
道
路

を
走
り
た
い
の
で
す
。
「
日

か

げ
の
子
」
の
よ
う
で
、
気
も
ち

が
悪
い
の
で
す
。
こ
の
保
険
は

自
動
車
の
運
行
に
よ
っ
て
人
に

け
が
さ
せ
た
よ
う
な
場
合
、
損

害

賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
、

保
険
料
は
、
一
ヶ
年
僅
か
に
七

百
八
十
円
、
こ
の
保
険
を
扱
う

保
険
会
社
の
代
理
店
は
町
に
あ

り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

警
察
署
の
交
通
係
ま
た
は
も
よ

り
の
駐
在
所
に
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
加
入
下
さ
る
よ

う
ぉ
願
い
し
ま
す
。

（
桑
折
警
察
署
交
通
係
）

「

幸
せ
を
そ
だ
て
る
心
で
積
む
年
金
」

阿
部
さ
ん
第
一
位
入
選

国
民
年
金
の
十
月
発
足

を
目
前
に

し
て
、
担
当
課
員
は
連
日
部
落
説

明
会
を
開
い
て
い
た
が
、
よ
う
や

く
一
巡
し
、
国
民
年
金
に
対
す

る

町
民
の
理
解
と
意
欲
は
す
ば
ら
し

い
盛
り
あ
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
如
く
、
県

が
先
に
募
集
し
た
国
民
年
金
の
標

語
に
、
当
町
石
母
田

の
阿
部
運
蔵

さ
ん
が
見
事
第
一
位
に
当
選
し
、

八
月
三
十
一
日
、
そ
の
披
露

会
が

福
島
市
公
会
堂
で
行
わ
れ
、
県
知

事
、
中
合
、
山
『

民
報
社
等
か

ら
、
も
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
沢
山
の

賞
品
を
も
ら
っ
た
。

○
幸
せ
を
そ
だ
て
る
心
で

積
む
年
金

尚
優
秀
作
品
の
部
を
紹
介
す

る
。

○
汗
で
出
し
笑
顔
で
貰
う

国
民
年
金

Ｏ
助
け
合
う
気
持
で
伸

ば
せ

国
民
年
金

ｈ
位
入
賞
は
内

谷
と
西
大
枝

3
5年
度
馬
鈴
薯
競
技
会

町
假
業
φ
良
推
進
員
錏
謳
会
で
は

三
十
五
年
度
馬
鈴
薯
増
収
競
技
会

を
催
う
し
、
先
頃
そ
の
結
果
が
発

表
さ
れ
た
。
参
加
四
十
八
点
の
う

ち
入
賞
十
五
点
、
特
に
ベ
ス
ト
３

が
内
谷
東
で
独
占
し
、
つ
い
で
西

大
枝
か
ら
の
入
賞
が
多

い
の
は
注

目
さ
れ
る
。（
数
字
は
坪
当
諺
数
）

一
等

一
四
、
二
二
〇
佐
々
木

長
一

二
等

一
三
、
二
二
〇
　

熊
坂
正
一

仝
　
　
一
四
、
一
〇
〇
　

鴨
田
庄
平

仝
　
　
一
三
、〇

五
〇
　

菊

地
弁
治

仝
　
　
一
三
、〇
〇
〇
　

小
林
蚕
治

仝
　
　

匸
『

○

六
〇
　

菅
野
　

正

全
　
　
一
二
、
二
〇
〇
　

板
橋
二
男

三
等

一
〇
、
五
五
〇
　

渋
谷
一
穂

仝
　
　
一
〇
、一
三
〇
　

八
巻
文
作

仝
　
　
一
〇

、〇
〇
〇
　

徳
江
重
吉

仝
　
　
一
『

八
二
〇
　

佐
藤
ヨ
ッ

仝
　
　

九
、
六
五
〇
　

佐
藤
昭
元

仝
　
　
一
〇
、
八
三
〇
　

八
島
文
蔵

仝
　
　
一
〇
、
七
〇
〇
鈴
木
常
之
助

仝
　
　
一
『

五
ゼ
○
　

大
波
幸
治

第
三
次

自
衛
官
募
集

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課
で

お
き
き
下
さ
い
。

親
子
で
楽
し
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ

き

の
こ
の

お
み

や
げ

ど
っ

さ
り

大
町
南
部
落
で
は
青
少
年
補
導
昌

会
が
中
心
に
な
り
、
部
落
会
、
備

人
会
（
ほ
の
会

）、
自
警
団
な
ど
ふ

ら
ゆ
る
部
落
組
織
が
協
力
し
て
、

子
供
会
の
育
成
に
っ
と
め
、
殊
に

夏
冬
の
長
期
休
み
中
だ
け
で
な
く

常
時
活
動
を
す
す

め
て
い
る
こ
と

は
「
く

に
み
八
月
号
」
に
紹
介
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
学
期

も
始
ま
っ
た
九
月
四
日
、
ま
た
ま

た
親
子
サ
イ
。タ
リ
ン
グ
に
出
か
け

た
。
小
中
学
生
の
希
望
者
と
親
達

有
志

を
交
え
た
一
行
三
十
人
は
、

秩
序
整
然
と
銀
輪
を
ふ
ん
で
貝
田

四
ツ
穴
に
行
っ
て
来
た
。
折
か
ら

き
の
こ
（
お
り
み
き
）
の
ま
っ
さ

か
り
で
、
一
同
思
い
が
け
ぬ
え
屯

の
に
ほ
く
く

。

［
写
真
］
は
大
木
戸
の
剔
割
り
で

一
休
み
風
景

○

環

境

衛

生

…
…
…

流

れ

を

き

れ

い

に

す

る

た

め

川

や

ほ

り

に

も

の

を

捨

て

る

こ

と

は

や

め

ま

し

よ

う

く
に
み



夏

休

特

集

(続)

県北中

思
い
出
の
宝
庫

臨

海

学

校

昨

年

六

月

よ

り

始

め

ら

れ

た

準

備

貯

金

も

予

定

額

に

な

り

、

七

月

二

十

八

日

か

ら

三

Ｂ

間

、

松

川

浦

で

臨

海

学

校

が

開

か

れ

た

。

健

康

上

の

理

由

で

参

加

で

き

な

い

も

の

二

名

は

心

残

り

で

し

た

が

、

二

年

生

百

八

十

六

名

は
元

気

よ

く

参

加

、

忘

れ

得

ぬ

貴

重

な

数

々

の

思

い

出

を

つ

く

り

ま

し

た

。

例

年

の

こ

と

な

が

ら

、

事

前

指

導

に

は

先

生

方

や

Ｐ

Ｔ

Ａ

の

方

々

が

大

変

な

努

力

を

払

い

、

特

に

貴

重

な

崑

休

み

を

割

い

て

一

週

間

、

着

々

と

準

備

が

進

め

ら

れ

、

観

丿

台

公

園

で

は

野

外

訓

練

が

行

わ

れ

る

な

ど

、

万

全

の

態

勢

が

整

え

ら

れ

ま

し

た

。

事

前

指

導

は

や

や

厳

格

過

ぎ

た

感

も

お

り

ま

し

た

が

、

結

果

と

し

て

は

非

常

に

安

心

で

き

る

三

日

間

と

な

り

、

Ｐ

Ｔ

Ａ

か

ら

協

力

参

加

し

て

下

ざ

つ

だ

奥

山

さ

ん

や

朝

内

さ

ん

も
・
、

生

徒

だ

。ち

の

規

律

的

な

生

活

に

玳

獸

し

て

お

ら

れ

ま

し

た

。

生

徒

の

作

文

に

も

「

私

達

は

臨

酊

学

校

へ

行

く

前

″

心

得

″
な

ど

を

話

し

合

い

な

が

ら

あ

ま

り

約

束

ご

と

が

多

い

の

で

う

ん

ざ

り

し

て

い

ま

し

た

が

、

実

際

に

行

っ

て

み

る

と

そ

れ

ほ

ど

む

ず

か

し

く

な

か

。つ

だ

。
」
（

小

林

恵

子

）

と

い

う

反

省

か

お

り

、

非

常

に

楽

し

か

っ

た

様

子

が

伺

え

る

。

次

に

生

徒

作

文

よ

り

二

・

三

の

ス

ナ

ッ

プ

を

紹

介

し

て

こ

の

行

事

の

レ

ポ

ー

ト

と

す

る

。

？

・
私

達

が

生

徒

会

ま

で

開

い

て

周

到

な

計

画

を

立

て

た

団

体

生

活

が

今

始

ま

ろ

う

と

し

て

い

る

の

で

す

。

着

が

え

な

ど

を

入

れ

た

ボ

ス

ト

ソ

。
パ
ッ

ク

や

い

ろ

い

ろ

の

荷

物

を

重

そ

う

に

腕

に

さ

げ

て

い

る

。

Ｐ

Ｔ

Ａ

兪

長

さ

ん

や

校

長

先

生

の

話

が

あ

っ

た

が

、

駅

前

の

広

場

を

私

達

は

ひ

と

り

じ

め

で

も

し

て

い

る
か
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
、
早
く

汽
車
に
の
り
た
い
と
思
っ
た
。
」

（
高
原
幸
）

「
バ
ス
で
中
村
駅
か
ら
松
川
浦

港

駅
ま
で
い
‘つ
だ
時
、
み
ん
な
″
早

く
晟

め
し
を
た

べ
た
い
。
早
く
海

水
浴
を
し
た
い

″
と
い
う
顔
だ
っ

た
。
」
　「
宿
含
の
人
た
ち
が
迎
え

に
き
て
く
れ
た
。
お
れ

た
ち
の
と

ま
る
と
こ
ろ
は
松
川
浦
港
駅
の
う

ら
な
の
で
、
す
ぐ
海
が
み
え
る
。

海
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
あ
さ
り
と

り
を
し
て
い
る
。
商
売
と
は
い
え

ま
っ
た
く
う
ま
い
も
ん
だ
。
」
　

（
八
島
正
美
）

「
八
時
に
床
に
っ
い
た
が
皆
眠
れ

な
い
ら
し
く
、
菓
子
の
交
換
を
し

た
り
、
歌
を
う
だ
っ
た
り
し
て
ひ

と
と
き
を
楽
し
む
。
そ
れ
で
も
九

時
を
過
ぎ
る
と
、
旅
の
疲
れ
が
出

た
せ
い
か
、
ち
ら
ほ
ら
い
び
き
が

き
こ
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
隣
の

人
の
腹

に
足
を
の
せ
て
い
る
人
、

一
八
〇
度
も
回
転
し
て
皆
と
は
反

対
の
方
向
を
む
い
て
い
る
人
、
毛

布
を
か
け
て
や
っ
て
も
器
用

な
足

で
け
と
ぱ
し
て
し
ま
う
人
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
」
（
奥
山
潮
）

「
海
水
浴
塲
は
あ
ま
り
き
れ
い
な

所
と
は
い
え
な
い
。
準
備
運
動
を

し
て
か
ら
海
に
入
る
と
、
思
っ
た

よ
り
水
が
あ
た
た
か
か
っ
た
。
１

中
略
－

最
初
は
尻
ご
み
を
七
な
が

ら
遊
ん
で
い
た
が
、
波
乗
り
の
コ

ツ
を
お
ぼ
え
た
ら
お
も
し
ろ
く
て

し
よ
う
が
な
い
。
ま
る
で
宙
に
で

も
浮
い
て
る
・
み
た
い
。
で
も
時
時

失
敗
し
て
は
口
や
鼻
か
ら
海
水
が

入
っ
て
の
ど
が
ひ
り
ひ
り
す

る
ぺ

（
小
西
陽
子
）

そ
の
他
楽
し
い
夜
の
レ
ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン
、
食
事
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
数
限
り
な
く
、
思
い
出

は
尽

き
な
い
。
爾
学
校
で
は
、
こ

の
臨

海
学
校
の
様
子
を
四
十
余
枚
の
天

然
色

ス
ラ
イ
ド
に
収
め
、
来
年
度

か
ら
の
事
前
指
導
に
役
立
て

る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

【
写
真

】
は
準
備
体
操

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
記

大
木
戸
中

八
　
島
　
幸

夫
（

三
年
）

七
月
二
十
九
日
、
夏

と
は
い
え

台
風

の
影
響
で
、
ど
ん
よ
り
曇
っ

て
い
る
。
今
日
は
待
ち
に
待
っ
た

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
の
日
で
あ

る
Ｏ男

女
別
、
七
八
名
づ
っ
の
グ
ル

ー
プ
に
わ
か
れ
、
思

い
思
い
の
泉

を
求
め
て
青
葉
の
中
に
入
っ
て
行

く
も
の
、
校
庭
の
片
す
み
に
陣

ど

る゙
も
の
、
沼
の
ほ
と
り
に
集

る
も

の
、
こ
れ
ば
夕
食

の
準
備

に
飯
盒

炊
さ
ん
を
す
る
た
め
に
散
ら
ば
っ

た
の
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
の
中
で
は
、
か
ま
ど

を
つ
く
る
、
た
き
木
を
あ
っ
め
る
、

米
野
菜
を
洗
５
、
す

べ
て
分
業
的

に
働
ら
く
。
こ
う
し
て
ふ
っ
く
ら

と
し
た
お
い
し
い
ご
は
ん
や
、
か

お
り
よ
い
み
そ
汁
が
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
車
座
を
作
り

、
リ
ー
ダ
ー
を

中
心

に
食
事
を
す
る
光
景
は
、
実

に
ほ
お
え
ま
し

い
。
み
る
み
る
う

ち
に
飯
ご
う
の
中
味
を
す
つ
か
り

平
げ
て
得
意
そ
う
な
も
の
お
り
、

又
汁
を
余
計
作
り
す
ぎ
て
も
て
あ

ま
す
と
こ
ろ
あ
り
、
そ
れ
で
も
仲

よ
く
あ
と
片

づ
け
し
て
夜
の
行
事

に
移
る
。

体
育
舘
で
す

い
か
割
り
に
一
時

を
楽
し
み
、
夜

の
と
ば
り
の
お
り

る
こ
ろ
校
庭
に
謫
ま
り
、
‐１
夜
の

哄
」
の
歌
声
と
共
に
キ
ャ

ン
プ
フ

ァ
イ

ヤ
ー
の
冪

は
明
け
ら
れ
る
。

お
ご
そ

か
な
宗
教
的
雰
囲
気
の
中

に
点
火
は
お
わ
り
、
や
が
て
あ
か

あ
か
と
も
え
あ
か
る
た
き
火
を
囲

ん
で

、
各

グ
ル
ー
プ
毎
に
余
興
を

す
る
。
合
唱

、
器

楽
、
舞
踊
、
寸
劇

ゲ
ー
ム
と
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
出
し

物
を
披
露
す
る
。
一
同
、
何

か
原

始
生
活

に
も
と
つ
。た
と
い
う
か
’

遠
い
故
郢
に
帰
つ
た
と
い
う
よ
う

な
気
持
に
な
る
。
最
後

は
、
み
ん
な

で
腕
組
み
を
し
、
一
つ
の
大
き
な

輪
を
作
っ
て
の
大
合
唱
だ
。
こ
う

し
て
時
聞
の
た
っ
の
も
忘
れ
て
乱

舞
す

る
。
気
が
っ
い
て
み
る
と
キ

ャ
ン
プ
の
火
は
消
え
、
空
に

匸
一

の
星
が
さ
び
し
く
残
っ
て
い
る
。

厚
樫
山
は
巨
人
の
如
く
わ
れ
ら
に

迫
り
、
沼
は
白
く
光
っ
て
静
か
に

眠
っ
て
い
る
。

【

写
真
】
は
飯
盒
す
い
さ
ん

９月の北辰映画

▽プログラム

○福沢諭吉の少年時代５巻

○南極探検 史…………３巻

○彼女の出発…………３巻

○でんぷんの性質……ｌ 巻

○おもちやの迷い子･･･２巻

▽巡回割当

７・８日　 小坂方部

9 ･10・11日藤田力部

12・13日　 大木戸方部

14日　　　 県北中、石母田

15･16 日　 森江野方部

17・18日　 大枝方部

▽会場

各方部の委員会で決定する

…(第 ３ 回)…

親子盆踊りを見るの記
一森　　江　　野一

九
月
一
・
二
日
の
二
日
間
、
森

江
野
小
学
校
で
、
名
物
「
親
子
盆

踊
り
」

を
や
る
と
い
う
の
で
、
見

物
に
出

か
け
た
。

午
後
八
時
半
頃
す
で
に
一

千
人

を
越
す
人
出

、
森
江
野
に
住
む
人

か
全
部
集
ま
っ
た
か
と
思
わ
れ
る

に
ぎ
や
か
さ
だ
。
や
ぐ
ら
を
と
り

ま
く
踊
り
子
は
、
小
学
校
の
子
供

約
三
百
名

が
先
生
方
と
大
き
な
崘

を
つ
く
り
、
中
学
生
や
青
年
が
百

名
、
そ
れ
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
、
消
防

団
員
、
婦
人
会
員

な
ど
約
百
名
と

い
う
と
こ
ろ
で

、
三
つ
の
大
き
な

輪
が
で
き
た
。
一
番
外
が
わ
の
輪

は
、
ひ
と
ま
わ
り
お
と
る
と
三
十

分
か
か
る
と
鈴
木
校
長
先
生
は
い

や
ぐ
ら
の
飾
り
っ
け
も
す
ば
ら

し
く
、
そ
れ
に
照
明
も
じ
ゆ
う
ぶ

ん
で
あ
り
、
そ
の
う
え
二
晩
と
も

月
明
の
美
し
い
夜
で
、
そ
よ
風
が

青
田
を
わ
た
っ
て
吹
い
て
く
る
。

世
間
で
は「
村

づ
く
り
」
と
か
「
村

ぐ

る
み
」
な
ど
理
屈
。は
い
う
が
、

こ
れ
こ
そ
ほ
ん
と
の
「
村
総
ぐ
る

み
」
の
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
り
、
一
円
融
合
の
姿
だ
と
つ

く
づ
く
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

今
年
は
、
森
野
草
平
氏
ら
が
新

し
く
歌
詞
を
つ
く
っ
て
く
ば
り
、

そ
れ
を
音
頭

と
り
が
朗
朗
と
歌
っ

て
い
る
。
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、

青
田
わ
た
っ
て
き
こ
え
る
太
鼓

あ
れ
は
森
江
野
盆
踊
り

嫁
に
や
る
な
ら
森
江
野
に
や
ら

え
親
も

お
ど
れ
ば
孑
も
お
ど
る

森
江
野
若
い
衆
の
心
意
気
み
や

れ
今
に
日
本
の
音
頭

と
る

｀

ひ
び
く
太
鼓
に
穗
に
穂
が
ゆ
れ

て
お
ど
る
親
子
亀
え
び
す
顔

さ
ま
と
踊
れ
ば
ま
ん
亢
。ま
る
い

月
も
空
か
ら
音
頭

と
り

’

親
子
ど
こ
ろ
か
ぢ
ぢ
ば
ば
踊
る

孫
も
せ
中
で
は
や
し
て
る
　

親
子
踊
り
の
太
鼓

を
き
け
ば
　

鍬
や
鎌
ま
、で
お
ど
り
だ
す
　

お
ら
が
名
物
親
子
の
踊
り

み
せ
て
や
り
た
い
あ
の
人
・に

「
資
金
は

ど
５

し
て
る
の
で
す

か
」

と
大
会
長
徳
江
喜
一
氏
（
消

防
分
団
長
）
副
会
長
石
川

暢
男
氏

（

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

に
愚
問
を
し
て

み
る
。

「
寄
附
あ
つ
め
は
や
り
ま
せ
ん

淞
Ｏ

お
祝
い
を
い
た
だ
い
て
い
る

ん
で
す
。
も
し
も
損
を
し
た
ら
各

種
団
体
で
出
し
あ
い
ま
す
。
」

「
そ
ん
得
な
し
で
す
。
地
区

の

老
若
男
女
や
子
供
ま
で
、
心
か
ら

楽
し
く
、
仲
よ
く
踊
つ
た
だ
け
得

で
す
よ
。
」

と
い
わ
れ
た
。
一
昨
年
も
、
昨
年

も
、
そ
し
て
今
年
も
残
金
が
で
き

れ
ば
青
年
団
の
活
動
資
金
に
や
る

ん

だ

と

い

５

。

「

ど

う

や

っ

て

祖

織

す

る

ん

で

す

か

」

と

ま

た

愚

問

を

続

け

る

。

「

こ

の

係

員

の

一

覧

表

を

み

て

く

だ

さ

い

。

」

と

一

枚

の

印

刷

物

を

蔟

さ

れ

る

。

部

落

長

、

地

区

出

身

町

会

議

員

、

小

学

校

長

が

顧

問

で

あ

る

。

名

与

会

長

が

農

協

組

合

長

、

会

長

が

消

防

分

団

長

、

副

会

長

が

Ｐ

Ｔ

Ａ

会

長

で

、
係

員

は

、
消

防

団

、
Ｐ

Ｔ

Ａ

、

婦

人

会

、

青

年

団

の

各

種

団

体

役

員

が

み

ん

な

は

い

っ

て

い

る

。

社

会

体

育

指

導

員

や

小

学

校

教

頭

が

総

務

だ

。

な

る

ほ

ど

う

ま

く

で

き

て

い

る

、

こ

れ

で

は

運

営

が

う

ま

く

い

く

わ

け

だ

と

感

心

す

る

。

森

江

野

夫

妻

学

簇

生

も

鈴

木

校

長

夫

妻

に

な

ら

っ

て

、

夫

婦

そ

ろ

っ

て

二

悗

お

ど

り

ぬ

い

た

と

い

う

か

ら

、

何

と

も

羨

し

く

そ

し

て

ま

た

嬉

し

い

限

り

で

あ

る

。

【

写

真

】

は

楽

し

い

盆

お

ど

り

青
年
研
修
所
迦
営
委
員
会
決
る

昨
春
竣
工

し
た
当
町
青
年
研
修
所

は
、
そ
の
後
も
っ
ぱ
ら
各
種
団
体

の
集
会
や
子
供
会
の
会
場
と
し
て

使
わ
れ
、
そ
の
便
利
さ
を
よ
ろ
こ

ば
れ
て
き
た
が
、
こ
ん
ど
い
よ
い

よ
運
営
委
員
会
が
で
き

、
本
来
の

目
的
で
あ
る
研
修
所
自
体
の
計
画

に
よ
る
研
修
会
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
委
員
会
は
左
記
の
通

り
、
農
村
振
興
の
基
盤
と
な
る
各

種
団

体
の
代
表
十
名
か
ら
成
り
、

去
る
十
一
日
初
の
会
合
を
開
き
、

互
選
の
結
果
、
八
島
蝗
次
郎
氏
が

委
員
長
に
当
選
し
た
。
渮
研
修
所

は
、
研
修
計
画
に
支
障
の
な
い
限

り
、
こ
れ
ま
で
の
通
り
施
設
の
利

用
は
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
、
大

い
に
利
用
さ
れ
石
こ
と
を
砠

ん
で

い
る
。

委
員
氏
名

晨
改
普
及
協
力
会
長
谷

口
亀
之
助

農
協
連
絡
会
長
　
　

菅
野
　

秀
明

議
会
経
済
委
員
　
　

大
波
　

由
助

農
事
研
究
会

長
　
　

菊
地
　

憲
七

農
業
委
員
会
長
　
　

八
島
建
次
郎

農
改
推
進
委
員
会
長
渋
谷
　

一
衛

蚕
業
中
堅
青
年
会
長
奥
山
　

邦
夫

酪
農
協
同
組
合
長
　

斎
藤
　

太
助

連
合
青
年
団
長
　
　

玉
手
　

正
平

同

副
団
長
　
　
　
　

佐
藤
　

洋
子

県
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

表
彰
さ
る

去
る
七
月
二
十
七
日
会
津
若
松

市
で
開
か
れ
た
第
九
回
福
島
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
大
会
の
席
上
、
わ
が
県
北
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
「
組
織
運
営
が

よ
く
、
学
校
教
育
の
進
展
に
寄
与

す
る
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
る
大
な
る
も

の
が
あ
る
」
と
の
理
由
で
、
連
絡

協
頴
会
佐
藤
一
会
長
か
ら
表
彰

さ

れ
た
。

「
現
在
教
育
に
お
け

る
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
役
割
を
明
ら

か
に
し
よ
う
。
」

「
児
童
生
徒

の
幸
福
の
た
め
に
、

わ
た
く
し
た
も
の
総
意
を
結
集
し

よ
う
。
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
会
場
で

万
雷
の
拍
手
を
浴

び
な
が
ら
、
插

く
表
彰

状
を
受
け
た
わ
が
佐
藤
利

雄
会
長
は
感
激
の
色
を
５

か
べ
、

蔭
山
校
長
と
顫
を
見
合
せ
な
が
ら

「
こ
れ
も
日
頃
中
学
校
に
お
寄
せ

下
さ
っ
た
皆
々
様
の
御
協
力
の
隰

と
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
」

と
語
っ
た
。

ま
す
ま
す
伸
び

る
簡
易
水
道

国

見

地
区

に
も

水
道
完

成

さ
き

に
、
塚
野
目
公
営

住
宅
地
域

の
水
道
給
水

が
完
成
し
て
よ
ろ
こ

ば
れ
て
い
た
が
、
今
度

は
、
森
山

国
見

の
農
家

の
人
人

の
要
望
が
か

な
っ
て
、
遠
藤
久
吉
さ
ん
や
佐
藤

光
一
さ
ん
の
高
い
屋
敷
ま
で
配
管

が
完
成
し
、
見
事
な
給
水
が
で
き

て
、
主
婦

の
方
や
娘
さ
ん
の
喜
び

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
で
素

晴
し
い
歐

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
男
性
達
も
大
喜

び
で
あ
る
。

【

写
真
】
は
喜
び
の
遠
藤
さ
ん
夫

妻

み
な
さ
ま
お
そ
ろ
い
で

お
い
で
く
だ
さ
い

学
校
の
運
動
会

九
月
十
五
日（
木
）

大
木
戸
小
中
学
校

廿
三
日
（
金
）
　
藤
田
小
学
校

廿
九
日
（
木
）
　
小
坂
小
学
校

十
月
二
日
（
日
）
　
県
北
中
学
俊

四
日
（
火
）
　
大
技
小
中
学
校

五
日
（
水
）
　
森
江
野
小
学
校

編
集

後

記

○
六
年
つ
づ
き
の
否
有
史
以
来

の
豊
作
と
の
こ

と
、
米

は
と

れ
た
が
さ
て
み

ん
な
の
経
済

（
財
布
）
は
ゆ
た
か
に
な
つ

た
か
？

○
お
か
げ
さ
ま
で
青
少
年
も
よ

く
な
り
ま
し
た
。
補
導
員
の

み
な
さ
ま
、
今
後
と
ち
ょ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
親
子
そ
ろ
つ
て
楽
し
い
生
活

こ
れ
こ
そ
先
祖
さ
ま
へ
の
な

に
ょ
り
の
供
養
で
す
。

○

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入
賞
ま
こ
と

に
け
つ
こ
う
。
町
民（
会
員
）

の
ス
ポ
ー
ツ
咏
参
加
は
な
お

よ
ろ
こ
ば
し
い
。

○
国
民
年
金
、
個
人
（
標
語
）で

ま
ず
金
メ
ダ
ル
、
次
は
団
体

実
績
で
も
優
勝
と
い
き
た
い

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　

ｊ

○
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

、選
挙
の
秋
、

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
で
い
き
ま
し

よ
う
。
選
挙
は
す
で
に
中
盤

戦
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
よ
く
見
、
よ
く
き
气

よ

く
選
べ
」

○
寄
附
は
あ
く
ま
で
自
発
的
な

も
の
、
割
当
は
寄
附
で
は
な

く
負
担
金
で
す
。
負
担
金
な

ら
み
ん
な
の
承
諾

を
得
て
か

ら
あ
つ
め
て
下

さ
い
。

○

九
月
十
五
日
は
「
老
人
の
日
」

毎
日
毎
日
が
老
人

の
日
と
し

た
い
も
の
で
す
。

○
公

共

物

を

大

せ

つ

に
…
…
…

学

校

の

花

壇

や

土

手

を

ふ

ま

な

い

よ

う

に

つ

と

め

ま

し

よ

う
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